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１  

NNeewwss   

緑図書館（墨田文化講座）と 資料展【１月】 

資料展 

「大相撲資料展（大沢コレクションと館所蔵
資料より）」 
ミニ資料展 

「年賀状資料」 
期間：12 月 25 日（土）～1 月 23 日（日） 

場所：緑図書館１階、3 階展示コーナー 

すみだ文化講座 138 

「相撲の歴史（江戸から明治へ）―角力会所

とその周辺―」 

講師：三宅敏隆 氏 

日時：1 月 16 日（日） 

場所：緑図書館３階学習室 

    
  あずま図書館長 

      渡邊 久尚 

 

年頭のごあいさつ 

皆様新年あけましておめでとうございます。 

利用者の皆様には、清々しい新春をお迎えのことと心からお慶び申し上げます。 

日ごろより区立図書館・コミュニティ会館図書室等をご利用いただき、誠にありがとう

ございます。 

昨年は「国民読書年」であったことから、様々な場面で読書活動全般に注目が集まった

年でもありましたが、皆様はどのくらいの図書・資料に触れられたでしょうか。 

墨田区では、生涯学習の充実、ビジネス支援や子育て支援等の課題解決支援機能の充実、

本区のＰＲ、ＩCＴ化の進展による高度情報化への対応など新たなニーズやサービスの拡

充が求められていることから、施設が狭小化しているあずま図書館と築４５年が経過し施

設・設備の老朽化が著しく、現在地での改築も困難な寺島図書館を統合した新図書館を、

平成２４年度中に整備する計画を進めています。 

昨年１０月には「墨田区の図書館事業に関するご意見をうかがう会」を催し、新図書館

に関するご質問や、今後の図書館サービスに関するご意見・ご希望を多数伺いましたが、

利用者の皆様の「電子図書」に対する関心が強かったことが印象に残りました。 

今後も、将来区立図書館の担うべき役割、提供するべきサービスについて皆様とともに

考えていきたいと思っております。 

  この１年が利用者の皆様や図書館にとって更なる飛躍の年となるよう、図書館職員一同

気持ちも新たに努力してまいりたいと存じます。本年もどうかよろしくお願い申し上げま

す。 

 

 



館 名 今月の特集コーナー 

一般書：「各年度のリクエストトップテン」 
あずま図書館 

児童書：「えととお正月」 窓ぎわの児童書：「むかしむかし」 

一般書：「風邪と健康料理」     
緑図書館 

ヤングアダルト〔Y・Ａ〕：「はじめて物語」 

児童室１：「ふゆ」   児童室２：「冬」～こどもは風の子～ 
寺島図書館 

一般展示：「曳舟あたり」１月 28 日（金）～２月２５日（金） 

一般書：「温温～ぬくぬく～」  児童書：「ミステリー＆ホラー」  
立花図書館 

えほんのひろば：「ホップ・ステップ・ジャンプ絵本」 

一般書：「ひとめぼれ本～思わずジャケ借り！～」「ウォーキング始めましょう」 
八広図書館 

児童書：「ぴょんぴょんうさぎ 卯（う）の本」 

東駒形コミュニティ 一般書：「始めてみよう 初めてのこと」 

    会館図書室 児童書：「むかしばなし」「ことしも元気に 1・2・3」 

梅若橋コミュニティ 一般書：「冬を楽しもう♪」  

会館図書室 児童書：「ふゆによみたい絵本」 

横川コミュニティ 一般特集 1：「近代の作家たち」 一般特集２：「男子たるもの」 

    会館図書室 児童特集：「のりものでゴー！ゴー！！」 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

順位 書名 著者 予約数 

1 1Q84－ａ ｎｏｖｅｌ－ＢＯＯＫ3 村上春樹著 388 

2 
もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの『マネ

ジメント』を読んだら 
岩崎夏海著 323 

3 ＫＡＧＥＲＯＵ 齋藤智裕著 281 

3 カッコウの卵は誰のもの 東野圭吾著 281 

5 1Q84－ａ ｎｏｖｅｌ－ＢＯＯＫ1 村上春樹著 278 

6 プラチナデータ 東野圭吾著 271 

7 夜行観覧車 湊かなえ著 264 

8 小暮写眞館 宮部みゆき著 263 

9 新参者 東野圭吾著 230 

10 1Q84－ａ ｎｏｖｅｌ－ＢＯＯＫ2 村上春樹著 168 

 

書名 著者名 出版社 請求記号 

下町ロケット 池井戸潤著 小学館 Ｆ いけいど 

マボロシの鳥 太田光著  新潮社 Ｆ おおた 

シカゴよりとんでもない町 リチャード・ペック著 東京創元社 Ｇ ペック 

マスコミは何を伝えないか 下村健一著 岩波書店 070.1 シ 

祖父・渋沢栄一に学んだこと 鮫島純子著 文藝春秋 289.1 シブ 

民主党政権への伏流 前田和男著 ポット出版 312.1 マ 

図解よくわかる大人の発達障害 中山和彦著 小野和哉著 ナツメ社 493.76 ナ 

昭和の家事－母たちのくらしー 小泉和子著 河出書房新社 590.0 コ 

ゲゲゲの娘、レレレの娘、らららの娘 
水木悦子著 赤塚りえ子著 

手塚るみ子著 
文藝春秋 726.1 ミ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
と
う

「
ま
さ
に
見
し
一
富
士
二
鷹
三
茄
子
夢
ち
が
え
し
て
獏
に
く

は
す
な
」
こ
れ
は
、
天
明
四
年
の
正
月
一
日
二
日
に
江
戸
市
中
を

売
り
歩
く
宝
舟
の
絵
に
記
し
て
あ
っ
た
と
し
て
、
大
田
南
畝
が

「
巴
人
集
」
に
記
し
て
い
る
狂
歌
で
す
。
一
富
士
二
鷹
三
茄
子
と

は
初
夢
に
見
る
と
縁
起
が
い
い
も
の
を
順
に
挙
げ
た
も
の
と
い

わ
れ
ま
す
。
富
士
は
最
高
峰
で
あ
り
、
鷹
は
狙
っ
た
獲
物
は
逃
さ

ず
、
茄
子
は
「
成
す
」
か
ら
縁
起
が
い
い
と
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

何
れ
も
駿
河
の
国
の
名
物
を
順
に
挙
げ
た
も
の
と
も
い
わ
れ
、
な

る
ほ
ど
、
将
軍
家
康
公
の
好
き
そ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
す
。

（
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
小
学
館
参
照
） 

 

江
戸
は
富
士
が
良
く
見
え
た
よ
う
で
、
富
士
見
坂
は
各
所
に
あ

り
、
富
士
見
橋
は
深
川
に
、
富
士
見
の
渡
し
は
本
所
横
網
の
岸
か

ら
浅
草
瓦
町
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。
北
斎
の
富
嶽
三
十
六
景
の

「
御
厩
川
岸
よ
り
両
国
橋
夕
陽
見
」
は
題
名
の
と
お
り
御
厩
の
渡

し
で
す
が
、
シ
ル
エ
ッ
ト
と
な
っ
た
両
国
橋
は
ぐ
っ
と
迫
っ
て
見

え
、
青
々
と
し
た
富
士
が
暮
れ
な
ず
む
西
空
に
映
え
て
清
々
し
い

名
画
で
す
。
永
井
荷
風
が
江
戸
よ
り
変
わ
ら
な
い
の
は
、
富
士
の

景
色
が
あ
る
の
み
だ
と
い
っ
て
い
ま
し
た
が
、
な
る
ほ
ど
と
同
感

さ
せ
ら
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
、
千
歳
三
丁
目
の
五
間
堀
公
園
の
所

は
か
つ
て
川
が
流
れ
、
そ
の
向
こ
う
に
富
士
を
眺
め
ら
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

さ
て
、
次
に
鷹
と
い
う
と
、
墨
田
は
将
軍
の
御
鷹
場
だ
っ
た
こ

と
が
、
ま
ず
、
思
い
浮
か
ぶ
で
し
ょ
う
。
隅
田
川
周
辺
は
水
鳥
が

多
く
、
鷹
狩
り
に
適
し
た
と
こ
ろ
で
、
鶴
、
水
鶏
、
鷭
、
鴇
、
鷺
、

鴨
、
白
鳥
な
ど
が
鷹
に
よ
る
狩
猟
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
三
代

将
軍
家
光
は
、
し
ば
し
ば
隅
田
川
辺
に
お
も
む
き
、
鷹
狩
や
鵜
飼

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
獲
っ
た
鶴
や
白
鳥
は
特
に
珍
重
さ
れ
、

宮
中
に
早
飛
脚
で
贈
答
さ
れ
ま
し
た(

「
御
鷹
場
」
本
間
清
利)

。 

こ
の
頃
、
隅
田
川
御
殿
が
木
母
寺
境
内
に
築
造
さ
れ
、
将
軍
の

狩
猟
の
際
の
休
息
と
御
膳
所
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
五
代
将

軍
綱
吉
の
頃
ま
で
、
修
理
を
重
ね
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
八

代
将
軍
吉
宗
の
頃
に
は
、
木
母
寺
、
あ
る
い
は
弘
福
寺
や
長
命
寺

が
御
膳
所
と
な
り
ま
し
た(

墨
田
区
史)

。 

長
命
寺
は
、
家
光
が
鷹
狩
の
帰
路
具
合
が
悪
く
な
り
、
そ
の
寺

の
水
を
飲
ん
で
治
っ
た
の
で
長
命
寺
の
名
を
賜
っ
た
と
の
由
来

が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
所
の
旧
町
名
に
番
場
町
が
あ

り
ま
す
が
、
元
禄
以
前
ま
だ
町
屋
が
形
成
さ
れ
な
い
頃
、
将
軍
の

鷭(

水
鳥
の
一
種)
の
猟
場
だ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
名
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す(

本
所
区
史)

。 

三
番
目
の
茄
子
で
す
が
、
茄
子
は
寺
島
の
名
産
で
、
寺
島
茄
子
の

碑
が
白
鬚
神
社
境
内
に
平
成
九
年
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
享
保
二

〇
（
一
七
三
五
）
年
刊
行
の
「
続
江
戸
砂
子
温
故
名
跡
志
」
巻

之
一
に
寺
島
茄
子
に
つ
い
て
「
西
葛
西
の
内
也
。
中
の
郷
の

先
江
戸
よ
り
一
里
余
。
形
長
き
あ
り
丸
き
あ
り
、
横
び
ら
く

し
て
み
ぞ
あ
る
な
り
。
」
「
夏
秋
の
中
の
嘉
蔬
と
す
」
と
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
に
は
寺
島
村
の
物
産
と
し
て
茄
子
三 

百
荷
（
「
東
京
府
志
料
５
」
）
つ
ま
り
、
天
秤
棒
の
前
後
に
一

個
ず
つ
持
っ
て
三
百
と
い
う
数
が
収
穫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

関
東
大
震
災
を
境
に
幻
の
茄
子
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
農

業
生
物
資
源
研
究
所
に
寺
島
茄
子
の
種
子
が
残
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
近
年
復
活
し
ま
し
た
。
第
一
寺
島
小
学
校
や
向
島
百

花
園
で
栽
培
さ
れ
、
す
で
に
収
穫
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
栽
培

は
近
隣
の
学
校
な
ど
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
実
は
小
ぶ
り

の
卵
型
で
香
り
が
強
く
肉
質
も
詰
ま
っ
て
い
て
、
焼
き
茄
子

や
て
ん
ぷ
ら
向
き
だ
そ
う
で
す
。
す
み
だ
食
育g

o
o
d

ネ
ッ

ト
会
員
の
平
田
慎
吾
さ
ん
に
よ
る
、
寺
島
茄
子
か
ら
広
が
る

食
文
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
講
演
が
一
月
十
二
日
に
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
「
墨
田
区
の
お
知
ら
せ
」
二
〇
一
〇
年
十

二
月
十
一
日
号
を
見
て
く
だ
さ
い
。
さ
て
、
皆
様
の
初
夢
は

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。 

（
真
津
志
麻
記
） 
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墨
田
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１
１
１
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・
『
本
所
区
史
』
資
料
ＩＤ: 

１
１
０
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２
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・
『
江
戸
砂
子
』
資
料
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１
１
２
０
９
０
０
２ 

・
『
東
京
府
志
料
５
』
資
料
ＩＤ: 

１
１
０
８
９
２
８
９ 
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日 月 火 水 木 金 土 

      1 

       年末年始 

     
  

  
  全館休館 

2 3 4 5 6 7 8 

      

あ「おはなしのじ

かん」15：15～ 

緑「小さい子どもの

ためのおはなし

会」10：３0～ 

横「おはなしのじ

かん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

      
  

 
  あ「あそびとおはな

し会」11：00 

年末年始 年末年始 年末年始 

  
 

  寺「おはなし会」

11：00～ 

全館休館 全館休館 全館休館 
  

 
  立「おはなし会」

14：00～ 

     
  

 
  東「おはなしのも

り」14：00～ 

  
  

  
  

  
  梅「おはなし会」

15：00～ 

9 成人の日 10 11 12 13 14 15 
  

  
東「おはなしれっ

しゃ」10：30～   

横「おはなしのじ

かん」15：45～ 

八「おはなしとあそび

のじかん」10：30～ 

  

  
八「おひざでえほ

ん」11：00～   

  寺「おはなし会」

11：00～ 

  

  
♪緑「こうさく会」

15：00～   

  立「おはなし会」

14：00～ 

  

  
  

      梅「おはなし会」

15：00～ 

16 17 18 19 20 21 22 
あ「小さい子ども

のためのおはな

し会」11：00～ 
  

  

緑「おはなしのへ

や」15：00～ 

館内整理日 

横「おはなしのじ

かん」15：45～ 

八「おはなしひろ

ば」10：30～ 

★緑「すみだ文化

講座」14：00～ 
  

  あ「おはなしのじ

かん」15：15～   

  立「おはなし会」

14：00～ 

    
  

 
全館休館   梅「おはなし会」

15：00～ 

23 24 25 26 27 28 29 
  

  
寺「おひざでえほ

ん」10：30～ 

♪あ「こうさく会」

15：15～  

  横「おはなしのじ

かん」15：45～ 

八「おはなしとあそび

のじかん」10：30～ 

            立「おはなし会」

14：00～ 

30 31           

 

編集後記：あけましておめでとうございます。いよいよ新しい年の始まりですね！何か新しいことを始めたくなる１月、私は運動不足なので今月から毎

日走るつもりです！皆様もきっかけを探しに図書館にぜひご来館下さい。お役に立てればと思います。本年も、どうぞよろしくお願い申し上げます。    （mu） 

【 開 館 時 間 】    火曜日～土曜日・・・・・・9：00～20：00 
日曜日・月曜日・祝日・・・9：00～17：00 

☆コミュニティ会館図書室は、月曜日の開館時間が 9：00～20：00 です。 

【休  館  日】    館内整理日《毎月第３木曜日（祝日にあたる場合は翌日）》、年末年始 

☆コミュニティ会館図書室は、毎月第１月曜日も休館日です。 

●あずま図書館 

文花 1-19-1 

電話：3612-6048 

●緑図書館 

緑 2-24-5 

電話：3631-4621 

●寺島図書館 

東向島 3-34-4 

電話：3611-4610 

●立花図書館 

立花 6-8-1-101 

電話：3618-2620 

●八広図書館 

八広 5-10-1-104 

電話：3616-0846 

●梅若橋コミュニティ 

会館図書室 

堤通２－９－１ 

電話：3616-1101 

●横川コミュニティ 

会館図書室 

横川５－９－１ 

電話：5608-4500 

●東駒形コミュニティ 

会館図書室 

東駒形 4－14－1 

電話：3623-1141 

●すみだ女性センター 

押上 2-12-7-111 

電話：5608-1771 

♪12 日（水曜日）の緑図書館の「こうさく会」は『えとのうさぎを つくろう』です。 

♪2６日（水曜日）のあずま図書館の「こうさく会」は『ゆらりん的あてオニを つくろう』です。 

★１６日（日曜日）の緑図書館の「すみだ文化講座」は、一般向けの行事です。 

詳細は１ページ下段の『緑図書館【すみだ文化講座】と資料展［1 月］』をご覧下さい。 

☆行事の詳細は、各館に直接お問い合わせください。  

 

 

 

 


